
  内容： 

 機械加工における穴加工とはドリルを用いた直穴加工のこ
とを指すが，これは，直穴が最適ではない場合でも直穴に頼
るしかないことを示している．こういった制約により生じる典
型的な問題が金型の冷却管を形成する際に生じる．金型冷
却管は金型に形成される管路のことであり，この管路を流れ
る冷媒の流量と温度の調整により，製品成型中の金型の温
度と熱流を適切に制御し，これによって製品に生じうる欠陥
を防止するという重要な役割を担っている．したがって，金型
冷却管の形状や位置は生産性の高低に直接関係する非常
に重要な要素となる．しかしながら，金型冷却管は一般にド
リル加工により形成されるため，直穴もしくは直穴を連結した
折れ線状の穴にならざるを得ない． 

 このような問題を解決するため，曲線状の穴すなわち曲が
り穴の加工法の開発が強く求められている．そこで本研究室
では，形彫放電加工機に取り付けることによって曲がり穴を
加工できる装置を開発してきた．図１と図２のそれぞれに，本
研究室で開発してきた装置の一例，および，これらの装置を
用いて加工した曲がり穴のいくつかを示す． 
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コンタクト不良 

図１ 曲がり穴放電加工装置の模式図 

図２ 曲がり穴の加工事例 
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